
り時間について報告するとともに,旧長時間や天候との関係に

調査地と方法

調査地である幕張埋立地は，千葉県千葉市の海岸部に位置し

は東京湾奥部，東側は検見川，西側は京葉港埋立地に接してい
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１時の出入り時間

石川勉

東京湾奥部に位置する幕張埋立地から京葉港埋立地にかけて，埋立完了後の1976年から

毎年，比較的多くのコミミズクが越冬している．例えば1986年２月24日には幕張埋立地の

鱒で11羽，同日京葉港埋立地の鴫で９羽を観察している．本稿ではコミミズクの勝の出入
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完了から現在に至る生息環境の変遷については，京葉港埋立地に関する記述（石川1977,

1981,1985）を参照されたい．

調査は1986年１月初旬から４月初旬までの間にほぼ週一回，全部で22回行った．婚入り

については，日の出時刻の90分から120分前に調査地へ行き，日の出までに婚へ入る個体数

と時間を記録した．ｊ時を出る個体については，日没時刻の20分から120分前に調査地へ行

き，日没後30分から40分の間，個体数と時間を記録した．婚入りは10日，勝立ちは12日の

データを得ることができた．なお，日の出，日没時刻は東京標準時によった．

結果と考察

鴫の出入り個体数をみると，１月は最高15羽・最低７羽，２月は最高13羽・最低４羽，

３月は最高７羽･最低２羽で個体数には変動がみられた.月ごとの個体数の平均は１月11.6

羽・２月８羽・３月４羽であった．

鴫入りの最も早い例は，１月27日の日の出前56分であり，最も遅い例は２月24日の日の

出前13分であった(図１)．日の出の10～60分前に時に入るとみてよいだろう．

１日の勝入り時間の間隔をみると，１月27日には28分間に１５羽の婚入りが行なわれ，２

月24日には25分間に11羽，１月20日には24分間に１１羽と，個体数の多い日には鱒入り時間

に幅がみられたが，３月17日には２分間に２羽，２月10日には11分間に４羽，３月３日に

は10分間に５羽，２月１７日には９分間に７羽と，個体数の少ない日には短時間で婚入りを

終えている．

すべての個体の鵬入り時刻にもとづいて総平均時間を求めると，日の出前29.4分であっ

た．これを１日ごとの婿入り平均時間と比較し，またその日の天候と比較すると，総平均

時間より早く婿入りした日は，晴の日が３回，曇の日が１回，遅く婚入りした日は，晴の

日が３回，曇の日が３回であった．また，晴の日の総平均時間は日の出前30分，量の日が

28.5分であり，天候による時入り時間の差はほとんど認められなかった．
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図１．コミミズクが婚へ入った時間と個体数．黒丸１個が１羽，矢印は平均時間を示す．
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図2．コミミズクが勝から出た時間と個体数，

Fig.2．ＴｈｅｔｉｍｅａｎｄｎｕｍｂｅｒｏｆＡ./Zz"”z8sleavingtheroost・

婚を出るのが早い個体の例は，３月１０日の日没１分前，２月１０．１７日，婚を出るのが早い個体の例は，３月１０日の日没１分前，２月１０．１７日，３月10日の日没

時等がある．遅い個体では１月13日の日没後31分であった(図２)．日没後30分程度で婚を

出るものと考えられる．しかし，１月20日は東京湾で発砲した猟銃の音，２月10日は婚近

くで行なわれた道路工事の音に驚いたため，それぞれ１羽が日没前に時を飛び出した例が

あった．したがってこの２羽は考察からは除外した．また，この両日は他の個体も非常に

警戒していたようで，勝を出る時間が早いのが認められた．

１日の鴫を出る時間の間隔をみると，２月３日には13羽が23分間かけて出ているが，１

月13日は15羽が14分間で出ている．また，２月17日は７羽が16分間かけて出ていて，婚入

りの時のように個体数の多い日に間隔が長くなるようなことは認められなかった．

勝入りでは１日の最初に時へ入る個体から最後の個体までの平均時間は16分であったが，

勝を出る平均時間は11.8分と若干短かかった．この差は婿を出る個体が同一場所にいるの
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に対し，ｊ時入りは各々の個体が広い採食場に分散しているために，時間に開きができるも

のと思われる．

鱒を出る個体の総平均時間は，日没後15.1分であった．これを１日ごとの時を出る平均

時間と比較し，また，その日の天候と比較すること，総平均時間より早く崎を出た日は，

晴の日が２回，曇の日が３回，遅く勝を出た日は，晴の日が４回，曇の日が１回であった．

また，晴の日の総平均時間は日没後16.14分，曇の日が11.40分であり，晴の日の方が勝を

出る時間が若干遅くなるのが認められた．

婚を出るのは日没後14分頃，婚入りは日の出前30分頃に集中するが，調査期間中，日の

出は毎週6.5分ずつ早くなり，日の入りは６分ずつ遅くなっているので，その分嶋入りは早

くなり，鴫を出る時間は遅くなる．したがって日長時間が長くなるにつれて，コミミズク

の活動時間が短くなるのが認められた．

石川勉．
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